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「日本人とゴジラ」 

 

  私は幼少期より映画が好きで、特に東宝のゴジラ映画は夏の風物詩でよく観に行きました。小

学生のころ、クーラーもない映画館でしたが、不思議と暑い記憶はなく、肝を冷やしてむしろ寒

く感じていたのかもしれません。 

 

  ゴジラの第 1 作は年齢的にリアルタイムでは見ていません。白黒だったと思いますが、放射能

を浴びて突然変異した怪獣が日本で大暴れする内容でした。 

 

  この映画は、第二次世界大戦後の核開発や原子爆弾使用による放射能の恐怖がテーマとなって

います。ゴジラは核兵器によって生まれた怪獣として描かれており、戦後の日本人の不安や恐怖

を象徴しています。 

 

実は公開直前に第５福竜丸事件（１９５４年＝昭和 29年）が発生しています。この事件は、ア

メリカによる水爆（核実験）の影響で日本の漁船「第 5福竜丸」が被曝した事件で、３月１日、太

平洋のビキニ環礁で水素爆弾「キャッスル・ブラボー」の核実験実施により、放射性降下物（死の

灰）が広範囲に拡散しました。 

 

日本の遠洋漁業船「第５福竜丸」は、核実験を行った地点から約 160キロ（100マイル）離れた

場所で操業しており、その影響で放射性物質にさらされました。乗組員 23人全員が被曝し、特に

無線通信士・久保山愛吉さんが放射線障害により同年 9月 23日に亡くなりました。 

第５福竜丸は現在、東京都江東区の「東京都観光汽船博物館」に保存されており、核兵器の脅威

と平和の重要性を訴えるために公開されています。 

 

だからなのか初期のゴジラはとても恐ろしい怪獣でした。人々を襲い、町を壊す様子は原爆投

下の傷の癒えていない国民にはとても邪悪な象徴だったと思います。またそれを日本人の英知で

退治するストーリーによるカタルシスもあったかもしれません。 

 

その後ゴジラは人間の味方となり、悪い怪獣をやっつけるようになります。戦争中敵国だった

アメリカが日本の同盟国になって、日本を守ってくれると国民が考えたことと時期を同じくして

おり、関係があるのかもしれません。 

 

最近のゴジラシリーズは再びゴジラが人間の敵として描かれています。よりパワーアップして、

人類が太刀打ちできなくなっています。もしかするとアメリカの行動に不安を感じている日本人

の心と関係しているのかもしれません。 


